
第13回 転がり

斜面に沿って x軸、垂直方向に y軸をとる。

Mg = Mg sin θex −Mg cos θey

N = Nex :垂直抗力
R = −Rex :静止摩擦力

並進運動
Mẍ = Mg sin θ −R

回転運動（摩擦力が力のモーメントを発生させる）

IGϕ̈ = aR (回転角ϕは時計回りを正)
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滑らずに転がるとき x = aϕ、ẋ = aϕ̇、ẍ = aϕ̈
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転がりの運動エネルギーは
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となる。


